




　先天性胆道閉鎖(CBA)あるいは新生児肝炎(NH)などの患者の血清中に高値を

示す Alpha-fetoprotein(AFP)は,リンパ球の幼若化反応,リンパ球混合培養な

どにおいて細胞性免疫機能を抑制する作用のあることをこれまでにたしかめ,

報告してきた。また,リンパ球を PWM で刺激して培養すると,in vitro で抗体

産生がおこるが,この反応にも AFP が抑制的に働くことを螢光抗体法によって

たしかめてきた。


